聖マリアンナ医科大学病院を受診された皆様へ
「腹部外傷症例に関する臨床的特徴並びに治療成績の検討」
へのご協力のお願い

消化器・一般外科では、より良い治療法を確立するために下記の臨床研究を実施しております。研究の対象者に該当する可能性のある方で、ご自身あるいはご家族の診療情報を研究目的に提供されることを希望されない場合は、２０２６年２月２８日までに下記９の問い合わせ先までご連絡下さい。対象より除外いたします。なお、お申し出がなかった場合には参加を了承していただいたものとさせていただきます。


１：研究課題名
当科における腹部外傷症例に関する臨床的特徴並びに治療成績の検討

２：研究責任医師
聖マリアンナ医科大学病院　消化器・一般外科　准教授　小泉 哲

３：研究の目的
これまでに腹部外傷で受診された患者さんにどのような診察や治療を行い回復されたかの情報をまとめることで、今後、より早く的確な診断ができる基準を設けることを目的としています。

４：研究の対象となる患者さんについて
2005年4月1日から2019年9月30日までの間に当院で腹部外傷の治療を受けた
患者さんが対象となります。

５：研究実施期間
承認後から2026年3月31日まで

６：使用する診療情報
【患者初期情報】 年齢、性別、受傷年月日、受傷時刻、受傷要因、外傷分類、受傷機転
【病院前情報】 搬送経路、搬送手段、覚知時刻、現着時刻、傷病者接触時刻、現発時刻、病院着時刻、搬送時間、救急救命士同乗の有無、病院前処置、現場血圧、現場脈拍数、現場呼吸数、現場JCS（ジャパン・コーマ・スケール式意識レベル評価）、転送情報
【来院時病態】 血圧（収縮期・拡張期）、呼吸数、心拍数、体温、体温測定部位、GCS(E,V,M)（グラスゴー・コーマ・スケール式意識レベル評価）、JCS、RTS（生理学的重症度評価）、受傷前飲酒、血中アルコール濃度、既往症
【初療時の検査と処腫】 診察開始時刻、FAST（迅速簡易超音波検査法）、CT(施行時刻、所見)、緊急血管造影、緊急救命処置、輸血開始時刻、総輸血量、初回手術(TAEを含む)、初回手術日、初回手術室入室時刻、手術開始までの時間、手術適応、手術内容、48時間以内の再手術の有無
【診断名と損傷重症度】 腹部損傷形態、腹部以外の損傷（形態と重症度）、ISS（外傷重症度評価スコア）、日本外傷学会分類、合併症
【入退院情報】 入院日、初期治療後入院病棟、人工呼吸管理日数、ICU在室日数、救急部門退出日、退院日、退院後転出先、退院時機能的自立度、入院日数、死亡例、剖検の有無

７：個人情報等の保護について
データの取り扱いは法令を遵守し厳重に管理されます。個人を特定できるような情報が登録されること、また外部に漏れることは一切ありません。

８：研究結果の公表について
研究結果は医学研究雑誌や学会等で発表される予定です。その場合も個人を特定できる情報は一切含まれませんのでご安心下さい。

９：問い合わせ先 ・ 相談窓口
聖マリアンナ医科大学病院　消化器・一般外科
住所：〒２１６-８５１１　神奈川県川崎市宮前区菅生２－１６－１
電話：０４４－９７７－８１１１(代表) 　 内線番号：３２１３
担当者：准教授　　小泉　哲


本研究は聖マリアンナ医科大学生命倫理委員会（臨床試験部会）にて審議され
学長の許可を得て適正に実施しております。
